
OR これからの分野
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1. はじめに

最近の社会・経済状況はすさまじい勢いで変化してい

る.さらに，世の中のニーズもより多様化，高度化の傾

向にある.これらの大きな環境変化に対応して，ニーズ

に的確に応えるためには， ORの新しい適用分野をOR

ワーカー自らが進んで開拓することが望ましい.

ORが実社会で役に立つことをアピーんするには，こ

れからORがし、ったいどんな分野をめざそうとしている

かを明示する必要もあるだろう.

本稿ではまず21世紀までに解決が望まれる課題として

2 , 3 の審議会等の報告を紹介した後，最近数年におけ

る OR適用分野の動向，これまでの圏内における OR適

用分野， OR これからの分野は何かについて順次述べる.

2. 来る 21世紀までに解決すべき課題

最近，経済企画庁，郵政省等から， 21世紀までにぜひ

とも解決すべき課題が紹介されている [IJ[2J [3]. それ

らの中から，今後取り組むべき 8 つの課題と具体的な目

標としてあげられているものを紹介する.これらは，ど

れをとっても身近なテーマであり，今まで盛んに主張さ

れてきたがまだ解決には至っていないものである.

課題国際社会への貢献

平和への貢献，地球環境問題への取り組み，発

展途上国の経済発展への寄与

諜題 2 高齢者や女性が安心して暮らし活躍できる社会

の構築

高齢者の生きがし、づくり，高齢者が住みやすい

街づくり，子育て男女平等化と男性の意識改革

課題 3 時間の充実

労働/通勤時間の短縮，自由時間の活用

課題 4 時代に応じた新しい人っくり

今後わが国が育てるべき人材，生涯社会学習へ

ひらもと いわお愛知学泉大学経営学部

干471 豊田市大池町汐取 1

うさがわゅうじ電力中央研究所情報研究所
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の対応

課題 5 :環境・資源エネルギー問題の克服

クリーンエネルギ一環境技術開発の推進，省エ

ネルギ一社会の構築

課題 6 :科学技術の振興

科学技術を通じた国際貢献，経済的規制の緩和，

安全および環境などの社会的規制の強化

課題 7 :東京一極集中問題への対応と魅力ある地域づく

り

魅力のある地域づくりのための方策，バランス

のとれた東京圏の実現，住宅・居住環境の整備

課題 8 :社会資本の整備

情報通信基盤の整備，事業聞の連携強化，制度

および体制の見直し

これらの課題は，すべて生活者重視の立場からのもの

と考えられる.この中で特にインパクトが大きいものと

して情報通信基盤の整備があげられよう.これにより，

首都圏と地域との情報の格差が是正され，制度が整えは，

東京一極集中の解消および時間の充実が実現できょう

さらに，時代に応じた新しい人づくりも可能になり，魅

力ある暮らしにもつながるであろう.

当面すみやかに解決すべき項目としては，次のもの fど

あげたい.

・ゆとりある充実した生活の実現

.内外価格差の解消

・世論を反映した政策の策定とそれに必要な政治改革

.不況の克服

・選挙制度の抜本的見直し

以上の課題は，問題自体が複雑で利害にからむ人が多

方面に及ぶ.このために， OR ワーカーが l 人で取り組

むのは無理であることは明らかである.OR ワーカーが

なすべきことは，解決をめさす検討チームに参画するこ

とである.この点については， 1990年 IFORS アテネ

大会においてピアスカラ会長が rORの領域を拡大する

ための挑戦」の例としてあげている [4J ように，問題自体

をより構造的にモデル化し解決への糸口を提案するこ

とではないだろうか.
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表 1 日本の研究発表会の常連組で IFORS大会にもあるセッション

393.7 1件数|日本OR 1991. 1併数|日本OR 1992.51件数|日本OR 1992.91件数l 日本OR 1993.31件数

I4 1 AHP 1 3 1 AHP 11 1 AHP 1 5 1 AHP 1 3 

ジューリング1 8 1 時;?ケジユ 101~ケジーリン 1 8 1 ;，~おーリン 1 3 1 スケジューヒゴ 6
|4 1 ファジィ理論 1 5 1 ファジイ 110 1 ファジィ理論 1 3 1 ファジィ理論 1 3 

金融 1 1 01 金融 1 8 1 経営・金融 112 1 金融 I 8 1 資金資本金融 111
銀行・金融 |8 1 1 1 1 1 

財務・経済 1 6 1 1 1 1 1 

信頼性 1 2 1 信頼性 1 13 1 信頼性 J 二区厄豆二二1 5 1空宇一 I_~ 
線形計画 |6 1 数理計画・応用 1121 数理計画

非線形計画 1 6 

組合せ 1 12 1 組合せ理論 1 6 1 号??CZ
ークモデ1 6 1 

ー竺空宇 」三Lグラブ理論 1 6 

す竺竺--'~卜待ち行列 1 8 1 待町一:
動的計画 1 2 1 1 1 動向主白

3. 最近数年における OR適用分野の動向

日本と海外でのOR学会研究発表会のテーマを比較す

ることにより，最近数年における OR適用分野の動向を

見てみよう.具体的には，日本OR学会 1991年度秋季研

究発表会から 1993年度春季研究発表会までのセッション

名と 1993年 7 月に開催された IFORS大会におけるセ

ッション名 [5J とで比較した.

3.1 最近の日本OR学会研究発表会の動向

春季大会は地方で開催され，秋季大会は首都圏または

近畿圏で開催される.特別テーマを含む発表件数は， 110

から 120 件程度であり，その中にはほぼ指定席ともいう

べきセッションがある.数理計画，組合せ・グラブ・ネ

ットワーク，スケジューリング， AHP ，ゲーム理論，

動的計画，待ち行列，信頼性，ファジィ理論，金融問題

などが常連組である.

特別セッションとして，その時々の話題性のあるもの

が選ばれている.それらは「情報ネットワーク j ， r高度

技術社会j ， rORの再挑戦j ， r流れのORj であった.

3.2 海外での研究発表会の特徴(IFORS 大会を例に)

日本の常連組セッションは，海外でもセッション名と

してあげられている.ただし，ゲーム理論は IFORS

にはない.海外では適用分野ごとのセッションが組まれ

1993 年 12 月号

9 数理計画

非線形計画 1 5 1 非線形最適化
フ- 12 組合せ最適化 113 1 組合せ最適化ク

グフフ・ネット
6 

グフブ・ネットワ
6 

ワーク ーク

14i 待ち行列 一一|三也史~____I__~-
I 2 I 動的制 1 2 I 動的計画法 1 2 

ている.たとえば，産業，製造と生産，保守，物流，流

通，輸送，交通，都市計画，地域社会問題，環境，食物，

金融，マーケティング，需要モデル，航空，乗員配置，

軍事，教育，健康，エイズ，倫理など幅広い.

また，手法中心のセッションでは，意思決定とその支

援，人工知能，最適化，シミュレーション， OR手法，

組合せなどに各々 10件以上の発表があった.特に意思決

定とその支援に関する発表件数が50件と突出している.

これはつには多基準決定分析などのテーマを含んで

L 、るためでもあるが，そういった話題が日本の研究発表

では少ないので，大きな特徴といえよう.

3.3 海外と日本との研究発表会の比較
海外と日本との研究発表会のセッションの組み方は臼

米のテレビ番組に類似しているといえよう.日本は，各

放送局がニュースから，娯楽，天気予報まですべて扱う.

一部ジャンノL中心があるが，ほとんどは有料となってい

る.米国ではジャンル別に扱っていて，ニュースならば

ニュースだけ聞ける.

セッション名に着目して，日本の研究発表会の常連組

で IFORS大会にもあるものを表 1 にまとめた.それ

から，日本の研究発表会で 1-2 回取り上げられていて，

IFORS大会にもあるものを表 2 にまとめた.

IFORS大会にあって日本の研究発表会にないセッ
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39371件数|日本OR 1矧 101件数|日本OR 199υ仲判日本OR 間 91件数|日本OR 間 31件数
一 一一一一一一一|10 人事組織教育 8 1 

宍竺---- 己L型二:三同問竺 13 1 1 1 丁
度一竺些竺~__~I~__I~_____I 1一一一一|一一I~竺一一一1__8一
生産と製造 1 26 1 明二アジュ |生産と製造 1 5 1 

120 1 11 1 1 A 1 と OR 1 7 I 

ムレ二斗町三万円干 ---~I--~I --------1 --I--~~ ュレーショT>
1 8 1 伊ネットワ -1 8 1 1 情報通信 1 5 
l6~I --~I-l-------- ---下T品示い

F空空記1 二三I--]~~二二一\一一--I-I~再三三司房子とよ
路計画 I 6 1 交通と地域 1 3 I し 1 交通 什

均配置 1 4 1 ド|一一 卜「 1 1 配置問題一-13
J二万~Y-r-:;-r;~三子7T;-r二二 1--1 マーケティング 1 6 1 

z竺ザ_14 l ト」一一 | |モデリング 1 3 1 モデリン !I 1 3 
I 4 I 1 1 1 1 1 1 物の流れ 1 5 
2--r-I ーで i 雪思決定ーと1 D Eﾃ----I-S 

抗瓦一一一1-; r-------r-l-----l 1 問 ト~I--

ション名はOR手法， ORの将米，問題表現，軍事，航

空，乗員配置，コンビュータモデリング，エキスパート

システム，切断充填，ポートゾォリオ最適化，予測，地

域社会問題のOR，ユーザーインターフェイス，健康，

エイズ，プロジェクト管理，探索理論，制御理論， TQ  

M，半無限最適化，戦略的経営，倫理，ゴールプログラ

ミング， ニューラノレネットワーク， リスク，動的システ

ム，集合被獲，産業，食物，需要モデノレ，流通，保守，

教育， OR教育，内点法， ヒューリスティクス等である.

なお f:l本の研究発表会にのみあるセッション名は，

ゲーム理論， OR一般， ソソトウェア，計算幾何，高度

技術社会， OR ストーリー，企業と OR ，マノレコプ過程，

離散数学などである.

日本では，大学を中心とする理論派が研究発表の主流

となっていて，企業からの適用事例の発表はきわめて少

る問題について， OR的アプロ一千をとって解決に導い

たというような事例が少ない.現在困っている問題は，

問題自体が複雑すぎて理論派のOR ワーカーが手をつけ

るには泥臭さすぎるようにみえるのであろうか.

海外では，あるテーマについて，多方面の専門家が集

団で検討するチャンスがかなりあるらしいが，日本では，

現在困っている問題について，専門分野の異なる者が集

団で解決へのアプローチをとろうとする態度が不足して

いる.問題解決をめざして，集団を推進する役割が日本

では職業として認知されにくいことも見逃せない.企業

などにおいては，ゼネラリストと称されて専門家とはみ

なされないようである.このため，苦労して取り組んで

もただ働きで評価が得られないことになってしまう.

4. これまでの園内の適用分野

ない.海外では，理論から応用まで幅広く扱われている. 圏内のOR事例は， IOR事典J ， rOR事例集j および

海外と日本とでセッションの組み方に違いがある理由の rOR事例集1991J に集約されている [6J[7J[8J. 以後こ

l っとして，日本では，官公庁および企業でのORを意 れらを各々単に 1 ， 11 およびEと略記する.

識した活動が少ないことが考えられる，これはまさに P 4. 1 1 における適用分野

R不足ではないであろうか.現在世の中の人が困ってい 1975年発行の I には282件の事例が集約されているが，
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いわゆる「企業活動J に関する事例 255 件のうちの約半

数が設備(工場配置，港湾計画等44件)，輸送通信(線路

容量，交通信号等40件)および生産計画(製品生産計画，

原料使用計画等38件)の 3 分野で占められている.この

ことは，日本の高度成長期における OR適用の対象が企

業の生産拡大に関する分野に集中していることを示して

いるといえよう.なお，残りの半数は工程管理(作業員

配置計画等27件)，在庫補給(在庫管理等23件)，投資財

務(企業モデル等18件)，事務人事(人事計画等 17件)，

研究開発(新製品開発等17件)，動向予測(家電製品需要

予測等 16件)，市場調査(購買行動等 7 件)，製品技術(ソ

フトウェア品質等 5 件)および販売広告(広告費の配分

等 3 件)である.また， r公共問題J に関する事例(地域

計画等)が11件およびその他の事例(探索等)が16件で

ある.

4.2 ][における適用分野

I の発行から 8 年を経過した1983年発行のE において

は，事例件数が I の約 3 割増の375件になった.そして，

E の編集作業の過程において多様な事例を I と同じ分野

名で分類することが困難であることがわかった.それは，

従来ORが主として適用された「企業活動」のほかに，

企業をとりまく「環境J および「政策J に対する事例が

増加したためで、ある.このことは， 1973年の第 1 次石油

危機後のOR適用の対象分野の変化を示しているといえ

よう.なお II および次に述べるEにおいてはつの

事例が 2 つ以上の適用分野に属する場合もあるので，適

用分野別の件数は重複勘定である.

E の「企業活動j に関する事例 216 件のうち約半数が

生産管理(工程管理， エネルギーの需給管理等50件)，

マーケティング(需要予測，販売戦略等29件)，企画・開

発・設計(システム開発等28件)の 3 分野で占められて

いる.残りの半数は設備・保全(設備投資，取替え等25

件)，経営・財務(経営分析等24件)，生産計画(製品計

画等17件)，流通・tE庫(物流計画等16件)，人事・組織

・教育(人員予測等13件)，検査・性能評価(信頼性等9

件)および事務処理(オフィス・オートメーション等 5

件)である.

企業をとりまく「環境J に関する事例は，交通・輸送

(新交通、ンステム，空港等24件)，資源・環境(水資源、，

エネルギー問題等41件)および通信・情報(電話交換，

コンピュータ・ネットワーク等25件)である. r政策」に

関する事例は，政策・行政(合意形成，公共問題等36件)，

土地利用・地域分析(都市モデル，メッシュ・データ等

1993 年 12 月号

27件)および医療・福祉(病院管理，スポーツ教育等19

件)である.

4.3 mにおける適用分野

さらに 8 年を経過した1991年発行のEには 407 件の事

例があるが， r企業活動J に関しては経営・財務(54件)，

生産計画 (51件)および検査・性能評価 (20件)の 3 分

野における事例件数の増加がし、ちじるしい.経営・財務

分野の事例件数がE の 2 倍以上も増加したのは，時代を

反映して投資工学に関心がもたれたためで、あろう.また，

生産管理 (90件)，企画・開発・設計 (46件)，マーケテ

ィング (43件)，および流通・在庫(25件)の 4 分野にお

ける事例件数も増加しているが，設備・保全(24件)，人

事・組織・教育(1 5件)および事務管理( 7 件)はE と

ほぼ同じ件数である.

「環境J に関する分野では，交通・輸送 (48件)の件

数はほぼ同じ通信・情報 (38件)が場加し，資源・環

境 (26件)は減少している. r政策」に関する分野では，

政策・行政 (47件)と土地利用・地域分析 (35件)が増

加し，医療・福祉 (26件)が減少している.

4.4 ORの新三種の神器

手法についてみると 1 ， II およびEのいずれにおい

ても，最も多く使用されているのは数理計画法 (MP)

であり 2 番目はシミュレーションである.そして 3

番目は I では予測， II およびEではシステム化である.

かつて冷蔵庫，洗濯機，白黒テレビの「三種の神器」に

対し，カー， クーラー，カラーテレピが「新三種の神器」

といわれたが，これにならっていえば， ORの三種の神

器といわれた LP ， PERT，シミュレーションに対し，

ORの第三種の神器はMP，システム化，シミュレーシ

ョンであるといえよう.

5. OR これからの分野は何か

2. で紹介した21世紀までに解決すべき課題は， 1 F 

ORS にも日本の研究発表会にも見当らないテーマであ

る.また，そこに述べられている項目は，どれをとって

も身近に関心のあるものである.OR ワーカーがアプロ

ーチするテーマをズパリこれらの中から選ぶのもー案で

あろう.その場合，いわゆる手法中心のアプローチから

課題中心のアプローチへとし、う意識改革が望まれる.し

かし，いきなりそのようにするよりは，まず， 1 FOR 

S の発表にはあって日本の発表にはないテーマを対象に

してはどうであろうか.たとえば，エイズを含む健康問

題などが世間の関心を引くと考える.
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さらに， 1 F OR  S および日本の両方にあるテーマに

ついてもっと適用事例を充実させるように工夫してはど

うだろうか.新たに提案する手法のための適用事例に終

わらせないように，あくまで課題中心にすることが大切

である.

身近な課題に対して世間が納得するような解決の見通

しをある程度示すことができれば， ORおよびOR ワー

カーに対して世間が注目するであろう.そして，このよ

うな努力の積み重ねがOR適用分野の拡大につながるで

あろう.

6. おわりに

部会長をはじめOR広報研究部会のメンパーに感謝す

る.
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OR誌の印刷がオフセットに変わります
OR誌編集委員会

来月号(1994年 1 月)から OR誌の印刷方法を活版印

刷からオフセット印刷に変更いたします.今年度末に，

3 社しかない活字製作機械メーカーの l 社の生産が停止

されます.活字の供給が次第に困難になってくるため，

その対応を早めに行なうことにいたしました.

当編集委員会でも，オフセット印刷の方向を模索して

おりましたので，これをよい機会と考えています.編集

のプロセスに馴れるまで，皆様にご迷惑をお掛けするこ

ともあるかと思いますが，その折りはご寛恕のほどお願

い申し上げます.

つきましては，今後，皆様から原稿をいただく上で，

次のようなお願いをしたいと存じます.

1) 原稿はワープロを使って作成していただき，そのフ

ロッピーを添えて提出していただくことを原則といた

します.なお，フロッピーのファイルはできるだけM

S-DOS のテキスト形式でお送りください.

2) 図を挿入する場合は，そのまま印刷できるようなき

れいなものをお送りください.なお，その場合，なる

ベ〈原寸で作成していただきたいのですが，もし縮小

拡大が必要な場合は， 1.\Sl中の文字の大きさについてご

配慮ください.

(現在， トレース代がOR誌編集費のかなりの割合を

占めておりますので， ζ理解の上，ご協力お願L 、 L 、た

します)

3) 研究レポート・事例研究などの投稿論文は，論文誌

あるいは大会予稿集などのように原稿をそのまま写真

に撮り印刷いたしますので，審査終了後， OR誌の体

裁に則った清打ち原稿を提出していただきます.なお，

清打ちの原稿を用意できない場合は，その作成費用を

負担していただくことになります.

清打ちの原稿のフォーマット，作成費用の詳細につ

いてはあらためて後日のOR誌でご案内いたします.

4) 投稿論文以外でも，清打ち原稿形式による原稿の提

出を歓迎いたします.

以上，ご案内申し上げます.

1I1111111111111111111!11I1I111111111I111111111I1I11111111111II1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111:11111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

630 (18) オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




